
太陽の日差しが、だんだん強くなってきました。夏も本番を迎えます。
「暑いのは苦手」とエアコンをガンガンつけたり、冷たいものばかり食べ
ていると、夏バテを招いて「夏は嫌い・・・」ということに。適度にから
だを動かして、夏に負けず、しっかり夏を楽しみましょう。

７月の保健行事

7月３日 プール開き

7月13日 ０歳児健診

7月18ｰ21日 身体測定

6月の感染症

感染性胃腸炎･･･1名

別紙でもお知らせしましたが、７月
３日(月)はプール開きです。７月に入
ると一気に気温も上がり熱中症も心
配されます。
去年は朝食を食べずに登園した園

児が熱中症の症状を起こしています。
朝食は必ず摂ることと、体調の変化
がある場合は必ず担任へお知らせく
ださい。

６月に入ってから爪をどこかにぶつけてしまったりひっか
けてしまい、爪が割れたり剥がれたりしてしまうケガが増
えています。
これからプール遊びが始まると、園児同士が接触したと

きにケガの原因にもなります。登園前に爪が伸びていない
か確認してください。

あおぞら保育園 平成29年度 7月号

感染症にかかっているときのプールへの対応

日本臨床皮膚科医会と小児皮膚科学会は、次の感染症にかかっている場合のプール対応につ
いて、 このように示しています。
肌の状態が気になるときや、判断に迷うとき、参考にしてください。

〈出典〉日本臨床皮膚科医会・日本小児皮膚科学会 学校感染症 第三類 その他の感染症:皮膚の学校感染症とプー

ルに関する統一見解 平成27年５月

伝染性膿痂疹
(とびひ)

かきむしったところの浸出液(しんしゅつえき)、水疱内容(すいほうないよう)などで

次々にうつります。プールの水ではうつりませんが、触れることで症状を悪化
させたり、ほかの人にうつす恐れがありますので、プールや水泳は治るまで禁
止してください。

伝染性軟属腫
(みずいぼ)

プールの水ではうつりませんので、プールに入っても構いません。ただし、
タオル、浮輪、ビート板などを介してうつることがありますから、これらを共
用することはできるだけ避けてください。プールの後はシャワーで肌をきれい
に洗いましょう。

アタマジラミ アタマジラミが感染しても、治療を始めればプールに入って構いません。た
だし、タオル、ヘアブラシ、水泳帽などの貸し借りはやめましょう。

疥癬 肌と肌の接触でうつります。ごくまれに衣類、寝床、タオルなどを介してう
つることがあります。プールの水ではうつることはありませんので、治療を始
めればプールに入っても構いません。ただし、角化型疥癬(かくかがたかいせん)の
場合は、通常の疥癬と比べ非常に感染力が強いので、外出自体を控える必要が
あります。


